林　達雄　（はやし　たつお）　　略歴

1954年
神奈川県生まれ

1981年　　
愛媛大学医学部卒業
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1983－84年

ＪＶＣ（当時、日本奉仕センター。後に、日本国際ボランティアセンターに名称変更）のタイ・カンボジア国境の難民への医療活動に参加
1985年 エチオピアの緊急医療救援で活動

1986年 農村復興事業のコーディネーター（翌年から東京で事業担当）

1993－1995年
（特活）日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）代表

2000年
南アフリカ・ダーバン国際エイズ会議に参加（7月）／沖縄感染症会議でNGO提言書を提出（12月）
2002年 アフリカ日本協議会（ＡＪＦ）代表に就任


カナダ・カナナスキＧ8サミットに対する行動、G6B「60億の人々のサミット」に参加（6月）／スペイン・バルセロナ国際エイズ会議に参加（7月）／南アフリカ・ヨハネスバーグ持続的開発会議（WSSD）日本政府代表団顧問（8月）
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2003年 Fund the Fund 「世界エイズ・結核・マラリア対策基金に資金を」活動家会議（3月）／世界エイズ・結核・マラリア対策基金（GFATM）支援会議に参加（7月）

2004年 タイ・バンコク国際エイズ会議（7月）

2005年 英国・グレンイーグルスG8サミットに対する行動「ほっとけない　世界のまずしさ」代表委員として活動、NHKラジオ「今日の一言」に現地から出演（7月）／バンコクG-CAP世界会議に「ほっとけない　世界のまずしさ」代表委員として参加
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著書

· 『エイズとの闘い』（岩波ブックレット　2005年）

· 共著『グローバル化と人間の安全保障』（日本経済評論社　2001年）

· 共著『ＪＶＣアジバール病院－エチオピア緊急医療救援報告』（連合出版　1988年）

連絡先：　　

特定非営利活動法人　アフリカ日本協議会（ＡＪＦ）　　担当　橋場　美奈　（はしば　みな）



TEL   03-3834-6902 ／　FAＸ  03-3834-6903

    

E-mail   info@ajf.gr.jp  ／　URL　　http://www.ajf.gr.jp

（特活）アフリカ日本協議会　講師派遣事業「おはなし　ぽけっと」

アフリカ日本協議会（ＡＪＦ）代表理事　林　達雄
2005年秋のテーマ

2005年はアフリカの年

2005年7月

英国で行なわれたG8サミットでは、アフリカの問題が世界の注目を浴びました

9月に

ニューヨークで予定されている国連60周年総会では

アフリカを中心とする貧困の問題が21世紀の課題として注目されています

激動の世界を知るためには今、アフリカを見ることが一番の近道です

学園祭やシンポジウムのスピーチに、講義、授業のひとコマで

「2005年のアフリカ」について聞いてみませんか（林　達雄）

講師紹介

医師として、1983年からＮＧＯ（市民による国際協力団体）のスタッフとしてタイ、エチオピアの緊急救援支援の現場で活動に従事して以来、途上国、特にアフリカの貧困・紛争・保健などに20年以上取り組んできたＮＧＯ界のパイオニア。前　（特活）日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）代表。

アフリカ日本協議会代表理事として、またホワイト・バンドで話題の「ほっとけない　世界のまずしさ　キャンペーン」代表委員として、NHＫテレビ、ラジオに出演。

· 1985-86年　　
エチオピアで、飢餓被災民への緊急医療救援、およびその後の農村復興活動に従事　　

★　　2000年　　　　
南アフリカ・ダーバン国際エイズ会議に参加

こんな話をあなたにしたい　　　　　　　　　　　林　達雄

1985年、エチオピア　　20年前、干ばつのエチオピアに出かけました。食べ物がないため人々は体が弱り、風邪や下痢などで人が死んでゆきます。お墓を作るのが追いつかなくて、墓掘りのためだけに20名の現地スタッフを雇ったほどです。

もともと、弱い人、貧しい人から順番に死んでゆく　　災害のときにも村中の人たちが平等に命を落とすわけではありません。社会的に立場の弱い女性や財産を持たない人、子供や老人などの体力のない人から、あらかじめ定められていたように順番に死んでゆきます。災害にときに駆けつけても手遅れです。不公正な社会のあり方や「貧困」の問題に取り組まない限り、人を救えないことを知りました。

貧困は政治の問題　　エチオピアの国全体が飢えていたわけではありません。最も豊な土地ではヨーロッパに輸出するための花を育て、外貨をかせいでいました。「貧困」の原因は、個人の努力が足りないのではなく、「政治」にあると感じました。

ますます「貧しくなった」アフリカ　　戦争があったわけでもないのに、アフリカのある病院の乳児死亡率は20年前と比べて高くなっていました。学校に行けない子供の数も増えています。「債務問題」が原因です。先進国から借金の返済を迫られたアフリカの政府は、医療や教育の予算を切りつめました。医者や教師の給料を払えなくなり、医療や教育の質が低下したのです。「貧しさ」とはお金がないことだけではありません。誰にでも必要な社会的なサービスの悪化が病気や死を招きます。アフリカの貧しさの原因はアフリカの政府だけにあるのではなく、日本を含む先進国の政府にもあることを知りました。

世界の貧困の7割はアフリカ　　西暦2000年9月、147ヶ国の首相たちが国連に集まり、「世界中の人々の平等と尊厳」「社会的な立場の弱い人、未来を担う子供たち」を守ることを宣言しました（国連ミレニアム宣言）。また「2015年までに世界の貧困を半減すること」を約束しました。世界の貧しい人々の数は世界人口の4分の１まで増加し、貧困問題の解消は、21世紀の国際政治の課題となったのです。世界の貧困人口の7割がアフリカに住んでいます。

世界では、3秒に1人の割合で人が貧しさのために、9秒に1人エイズで死んでいる　　21世紀はエイズ、結核、マラリアなどの感染症の時代でもあります。世界のエイズ感染者のうち7割がアフリカに暮らしています。これらの病気はアフリカの貧しい人々にとどめをさしています。エイズは大人たちの問題だけではなく、子供たちの問題でもあります。子供がホスピスで死を待っていました・・・。

世界に希望を与えたアフリカの貧しい人々　　「希望」という言葉は日本では死語になっています。しかし、アフリカでは蘇りつつあります。今がどんなに苦しくても、明日に向かって挑戦していると「希望」が蘇るようです。自分自身が助からなくても、次の世代が生きのびられるなら・・・アフリカのエイズ感染者たちが「世界の誰もがエイズ治療を受けられる」ための運動をおこし、世界に希望を与えました。専門家や国連でさえできなかった仕事を貧しい感染者たちが成しとげたのです。世界中からの署名による応援を受けて、国際政治のルールを変えました。

2005年、ほっとけない世界の貧困　　貧困は政府の努力だけで解決できる問題ではありません。しかし、政府の努力なしでは解決に向けて進まないことも事実です。アフリカの政府は西暦2000年の約束（国連ミレニアム宣言とミレニアム開発目標）を実現しようと努力を始めています。市民運動が政府を動かしています。しかし、貧困はアフリカの問題であるともに世界全体の問題なので、アフリカの人々だけの努力だけは足りません。2005年世界72ヵ国で同時に市民運動が始まりました。その一つが日本の私たちが始めた「ほっとけない世界の貧しさキャンペーン」です。世界のGNPの14％を占める日本は、世界の未来に大きな影響力を持っています。この日本の政府が国際政治の上で責任を果たせば、世界の貧困の問題は解決に向けて進みます。

「日本の1億2千万人を動かしてください」　　「私はアフリカのために何をすれば良いのか？」とアフリカの友人にたずねたら、「日本を変えてください」という答え　が返ってきました。そのためには、多くの人にアフリカの現実を、世界の現実を知ってもらうことが必要です。あなたの声が必要なのです。

アフリカを知れば、あなたも元気になる　　つらく悲しい話をあなたにしたいわけではありません。日本の私たちが持っていないアフリカの良さを知って欲しいのです。私たちが忘れてきた勇気や希望を思い出してほしいのです。






